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技術の概要

従来の高圧噴射攪拌工法は、一般的に円形状で改良半径が小さいため、改良範囲の無駄と削孔本数
の増加が生じていた。本工法は、専用ロッド(多孔管)を回転でなく揺動させることにより、円形状改良に
加え、壁状、扇形、格子状など自由形状の造成を可能とした。また、ツインノズルと高性能整流装置を有
した先端モニターにより、最大半径4.0m(直径φ8.0m)までの造成を可能とした。これにより、必要改良範
囲の効率的改良(無駄な改良をなくす)、削孔本数の低減が可能となり、低コスト・工期短縮を実現した。

添付資料

有

① 任意形状改良体構築により、必要範囲を無駄なく改良でき、従来工法に比べて10～30%のコスト低
減・工期短縮が図れます(改良ボリューム、施工本数の低減)。
② 礫を多く含む盛土や埋戻し土にも適用可能です。
③ 大口径改良体により、地上および地中に支障物が多い場合や既設構造物直下の改良を行う場合な
ど、造成用の削孔位置が限定される場面では特に有利となります。
④造成に伴う排泥の処分が必要となります（他工法より削減が可能）。
⑤標準施工では25tクレーンが必要となります。
⑥200m2程度のプラントヤードが必要となります。
⑦プラントヤードと施工ヤードまでの距離が150mを超える場合は段取り替えが必要です。
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